
課題の類型１ 課題の類型２ 背景・現状・課題の詳細
左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体的な取組
左記具体的な取組のうち、令和6年度にお
ける取組の評価・分析を踏まえた取組
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③学校と家庭の
課題

放課後等における多
様な体験活動

保護者の働き方の変化、急速
な時代の変化（スマートフォン
の普及）、放課後の過ごし方
（習い事など）の多様化などに
より、子どもの体験する機会が
減少している。

通学合宿を開催し、「宿泊体験」、「地域の
方と交流」、「家事体験」の機会を確保する。

児童人口の減少に伴い、開催回数の調整を
図り、令和７年度より４回から３回に変更し
た。通学合宿の内容についても地域の実情
に応じて調整し、児童が参加しやすい環境を
整える。

通学合宿への参加による経験の
機会の確保。

通学合宿の参加者
数 49 人 60 37 3

　通学合宿の趣旨である、「宿泊体験」、「地域の方と交流」、
「家事体験」の機会はおおむね達成することができたが、通
学合宿（笠田）が中止となったので予定していた人数を見込
めませんでした。
　また、、近年のこどもを取り巻く環境の変化により、参加数
自体の減少もあり、例年どおりの開催が困難になりつつあり
ます。

③学校と家庭の
課題

放課後等における多
様な体験活動

児童人口の減少により、放課
後活動事業への参加者の減
少、また、異年齢児交流を目的
とした事業が不足している。

児童館活動において、工作や調理実習など
を実施し、異年齢交流を図る。

各児童館（地域）の状況に応じて実施内容を
調整し、児童が来館しやすい環境を整える。

児童館事業への参加による経験
の機会の確保。

児童館事業の延べ
参加者数 1607 人 1700 1607 3

児童館活動において、工作や調理実習などを実施し異年齢
交流はおおむね図ることができている。
　また、近年のこどもを取り巻く環境の変化によって、放課後
のこどもの居場所の確保は重要であると認識しています。

令和７年度 和歌山県地域と学校の連携・協働体制推進事業におけるふりかえり

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

●R7年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の報告

担当：かつらぎ町教育委員会こども未来課　青少年育成係


